
福祉 

各地に修道院が誕生 

孤児院の子どもを膝に抱く女性たち 

浦上十字会創立の頃の女性たち 

本原郷に建てられた浦上養育院(1920 年頃) 

  

長崎の浦上で赤痢の大流行が起きた際、ド・ロ神父は、友人の高木仙右衛門から小屋を借りて救

助の拠点とし、後にそれを孤児院へと作り変えました。ド・ロ神父の仲間であった岩永マキは、地域の

若い女性たちとともに、農業を行い、孤児達を育て、教育を与えました。また、彼女は浦上十字会

（後のお告げのマリア修道会)を立ち上げ、この地域で教会や女子修道院の設立に尽くしました。そ

の支援を受けて出津でも、1879 年には大石シゲを院長として、聖ヨゼフ会が設立されました。福祉

活動はこれらの団体の中心的となり、お告げのマリア修道会の活動は現在も続いています。 

 


